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２００８年9月1日

報道関係者各位

レーザー透過溶着法が可能な着色POMの開発について
ポリプラスチックス株式会社

ポリプラスチックス株式会社 (社長:後藤  昇、本社:東京都港区) は、このたびPOM樹脂のレーザー透過性を阻害しない着色材料ジュラコンM90LPを開発致しました。
樹脂製品はいくつかの部品を接合する場合がありますが、この部品の接合には、接着、超音波溶着や振動溶着、レーザー透過溶着法といった手法があります。これまでの接着剤による接着は、硬化時間が長い事による生産性低下や、溶剤による環境汚染などの問題があり、超音波溶着や振動溶着では、溶着時に発生する熱、振動やダスト発生などの問題があり、精密部品や電子部品で改善が求められていました。
一方レーザー透過溶着法は、レーザー光が透過する材料とそれを吸収する材料を一定の圧力で重ね合わせ、透過する材料側からレーザー光を照射することで、吸収材料が発熱・溶融し、この発熱が透過側材料にも伝わり、樹脂の溶融プールが形成されることで樹脂同士が接合される技術です。この溶着法は、過剰な熱や振動などを与えず、ダストの発生もないことから、特に精密部品や電子部品での接合に適した技術として注目されています。
レーザー透過溶着法では、レーザー光を透過させる材料が必須となりますが、POM樹脂は良好なレーザー光透過性を示します。しかしながら、これまで一般的な顔料によって着色した場合には、顔料によるレーザー光透過阻害により、これまでは、ナチュラル色しか使用できませんでした。

ポリプラスチックスでは、製品の意匠性などの面からPOM樹脂を着色した上でレーザー透過溶着法を採用したいという顧客からの要請を受け、染料、顔料の専門メーカーであるオリヱント化学工業株式会社（社長：髙橋　昭博、本社：大阪市旭区）との共同開発により、このたびPOM樹脂のレーザー透過性を阻害しない着色材料ジュラコンM90LPを開発致しました。これにより樹脂部品の接合における有効な手段の一つとして、ユーザーの皆様にご活用頂けるものと考えています。
ジュラコンM90LPの特徴は以下の通りです。

· 標準グレードであるジュラコンM90-44のナチュラル色と同等のレーザー透過性を持っています
· 色相は、明るい色から暗色まで可能です
· 機械強度や熱老化性はジュラコン標準グレードと同等レベルです
【当件に関するお問い合わせ】

■ポリプラスチックス株式会社　総務部　伊庭野

東京都港区港南　2-18-1

Tel: 03-6711-8600   Fax: 03-6711-8606
[image: image1.jpg]